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市長選挙に関する情報一覧

告示日・投票日
 告示日　  ９月   ６日（日）
投票日　９月１３日（日）

投票時間（投票日）

午前７時～午後８時
※一部の投票所では閉鎖時刻の繰り上げを行います。
　右下の表をご覧ください。
※平成２７年から投票区を見直しました。

　入場券に記載の投票所へお出かけください。

期日前投票の期間・時間 ９月７日（月）～１２日（土）
午前８時３０分～午後８時

期日前投票所の場所
※投票区に関わらずどの期日前
　投票所でも投票をすることが
　できます。

市役所［１階市民ホール］（若草通３丁目１番地）
洞戸事務所（洞戸市場２９４番地５）
板取事務所（板取１６４３番地１７）
武芸川事務所（武芸川町八幡１４４６番地１）
武儀事務所（中之保５６９６番地１）
上之保事務所（上之保１５１１９番地１）
西部ふれあいセンター（小屋名１１０番地）　

臨時期日前投票所の日時
　①板取門原集会場
　②板取集落センター
　③板取中切集会場
　④上之保鳥屋市集会場
　⑤上之保つどいの家
　⑥上之保船山集会場
　⑦上之保行合集会場

　①９月１０日（木）午前９時～午前11時30分
　②９月１１日（金）午前９時～午前11時30分
　③９月１１日（金）午後１時30分～午後４時
　④９月１０日（木）午前９時～午前11時30分
　⑤９月１０日（木）午後１時30分～午後４時
　⑥９月１１日（金）午前９時～午前11時30分
　⑦９月１１日（金）午後１時30分～午後４時

開票開始予定日時・場所 ９月１３日（日）午後９時
わかくさ・プラザ[総合体育館・メインアリーナ]

入場券発送予定日
※およそ３日間で配送完了

９月６日（告示日）～
※１通に世帯４人までの入場券と期日前投票の「宣誓書」付き。
　事前記入で期日前投票所での手続きがスムーズになります。
※入場券がお手元に届かなくても、選挙人名簿に登録されて
　いれば投票を行うことができます。

　■選挙公報を発行します（無投票の場合を除く）
　■富野地域投票所送迎サービスを実施します（投票所：富野ふれあいセ
　　ンター）
　　投票日に路線バスやデマンドバスを利用して投票した方をバス停まで
　　お送りします（バス料金は有料です）

投票所閉鎖時刻の繰り上げを行う
投票区（投票所）

午後６時に閉鎖する投票区

　板取南（板取事務所）

　板取北（板取田口集会場）

　上之保北（上之保東体育館）

　上之保南（上之保生涯学習センター）

午後７時に閉鎖する投票区
　洞戸南（洞戸事務所）
　洞戸北（洞戸高見集会場）
　寺尾（寺尾公民館）　
　富之保（武儀生涯学習センター）
　中之保（武儀事務所）
　下之保（道の駅平成（ｴｺﾋ ｱ゚ｾﾝﾀｰ））
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平成 28 年 4 月採用

関市職員 ( 民間企業などの実務経験者 ) を募集します。

臨時職員の登録制度をご存じですか。

【対　　象】昭和３１年４月２日から昭和５６年４月１日までに生まれた人
【申込期間】８月５日（水）～８月３１日 ( 月 )

【試験内容】

【受験申込み】

【登録方法】

【申込書配布場所】

【受付】

・第 1 次試験　　書類選考
・第 2 次・第 3 次試験　　面接、集団討論（土木・建築・電気技術職のみ）、適性試験、
  実技試験（保育士・児童指導員のみ）、専門試験など

８月 31 日 ( 月 ) までに、次の書類を職員課へ提出してください。( 郵送可、消印有効 )
①関市職員採用試験申込書 ( 実務経験者対象 )・・・・・指定書式
②私のアピール・・・・・・・指定書式
③職歴調書・・・・・・・・・指定書式
④実務経験調書・・・・・・・指定書式
⑤小論文 ( 課題は試験案内を参照 )
⑥資格免許の写し（保育士・児童指導員に限る）

「関市日日雇用職員登録申込書」に必要事項を記入、押印の上、顔写真（縦 4 センチメー
トル×横 3 センチメートル程度）を添付して、職員課へ提出してください。
※障害者手帳をお持ちの方は、手帳の写しを添付してください。

関市役所　北庁舎　3 階　職員課

随時受付
※登録制のため、登録された方全員が雇用されるわけではありませんので、ご了承ください。
※申込書による登録は、提出日から 3 年間有効です。

試験区分 採用予定人員 受験資格

土木技術職 1人程度 民間企業などにおける「土木工事の設計、積算、施工管理」
の実務経験が、5年以上ある方

建築技術職 1人程度 民間企業などにおける「建築工事の設計、積算、施工管理」
の実務経験が、5年以上ある方

電気技術職 1人程度
民間企業などにおける「公共建築施設の電気設備工事の設
計・施工管理」または「下水処理施設、浄水場などの電気設
備等の設計、維持管理」の実務経験が、5年以上ある方

保育士・児童指導員 ３人程度 保育士の資格を有しており、保育施設などにおける「保育」
の実務経験が、5年以上ある方

※採用予定人数は予定です。選考の結果、適任の方がいない場合は、採用をしないことがあります。
※その他の資格要件がありますので、くわしくは試験案内でご確認ください。
※試験案内、申込書類は職員課で配布するほか、市ホームページからダウンロードもできます。

　関市では、各職場で臨時職員が必要になったとき、登録されている方の中から選考して雇用していま

す。市役所などで臨時職員として勤務を希望される方は、「関市日日雇用職員登録申込書」で登録をし

てください。

　また、障がい者の雇用促進を図るため、障害者手帳の交付を受けている方の登録もお待ちしています。
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平
成
27
年
市
議
会
第
２
回
定
例
会
を
、
６
月

８
日
か
ら
30
日
ま
で
の
23
日
間
、
開
催
し
ま
し

た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
条
例
関
係
５
件
、
一
般

議
案
８
件
、
補
正
予
算
１
件
、
諮
問
１
件
、
請

願
１
件
、
議
員
提
案
６
件
（
規
則
１
件
、
条
例

１
件
、
意
見
書
２
件
、
特
別
委
員
会
設
置
２
件
）、

そ
の
他
１
件
の
合
わ
せ
て
23
件
を
審
議
し
ま
し

た
。
審
議
日
程
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

▼
６
月
８
日
の
本
会
議
１
日
目
は
、
会
期
を
23

日
間
と
決
め
た
後
、
議
案
の
説
明
が
行
わ
れ
、

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
を
可
と
し
ま
し
た
。

▼
18
日
の
本
会
議
２
日
目
は
、
議
案
に
対
す
る

質
疑
を
行
い
、
関
市
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
な
ど
５
件
を
可
決

し
ま
し
た
。

　

関
市
工
場
立
地
法
に
基
づ
く
緑
地
面
積
率
等

に
係
る
準
則
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、

平
成
27
年
度
関
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
な
ど
６
件
を
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
各
常
任
委

員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
代
表
質
問
と
一
般
質
問
を
行
い
、

通
告
者
14
人
の
う
ち
４
人
が
、
当
局
の
姿
勢
や

方
針
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
19
日
の
本
会
議
３
日
目
は
、
５
人
が
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
22
日
の
本
会
議
４
日
目
は
、
５
人
が
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
23
日
～
25
日
は
各
常
任
委
員
会
で
付
託
案

件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

▼
30
日
の
本
会
議
５
日
目
は
、
各
常
任
委
員
長

か
ら
付
託
案
件
の
委
員
会
審
査
結
果
の
報
告

が
行
わ
れ
、
討
論
、
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

　

請
願
に
つ
い
て
は
不
採
択
と
し
、
そ
の
他
の

議
案
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
議
員
提
案
６
件
（
規
則
改
正
１
件
、

条
例
改
正
１
件
、
意
見
書
２
件
、
特
別
委
員
会

の
設
置
２
件
）
が
審
議
さ
れ
、
こ
の
う
ち
、
意

見
書
を
除
く
４
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
各
常
任
委
員
会
の
閉
会
中
の
継
続
調
査
を

承
認
し
ま
し
た
。
今
定
例
会
に
付
議
さ
れ
た
案

件
を
す
べ
て
議
了
し
閉
会
し
ま
し
た
。

 

代
表
質
問

　

空
家
対
策

質
問　

特
別
措
置
法
施
行
に
伴
う
今
後
の
取
り

組
み
は

　

答
弁　

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
は
、
今
年
５
月
26
日
に
全
面
施
行
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
年
度
、
庁
内
関
係
部
署
に
よ
る

空
家
対
策
検
討
会
（
仮
称
）
を
立
ち
上
げ
、
空

家
等
対
策
計
画
の
策
定
時
期
、
内
容
な
ど
の
検

討
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。
倒
壊
な
ど
著
し
く

危
険
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
状
態
で
あ
る
な
ど

の
特
定
空
家
と
認
定
さ
れ
れ
ば
、
所
有
者
に
対

し
て
特
措
法
に
基
づ
き
指
導
・
勧
告
・
命
令
・

行
政
代
執
行
な
ど
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
ら
の
措
置
は
、
個
人
の
財
産
権
を

制
約
す
る
強
い
公
権
力
の
行
使
と
な
る
た
め
、

国
土
交
通
省
か
ら
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
、
県
の

方
針
を
確
認
し
、
関
市
の
実
情
を
反
映
し
つ
つ
、

特
措
法
適
用
の
判
断
基
準
や
判
定
組
織
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
社
会

質
問　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
は

　

答
弁　

人
口
減
少
は
全
国
的
に
深
刻
な
問

題
で
あ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
将
来
、
高
齢
者

の
移
動
手
段
の
確
保
や
、
消
防
団
や
自
治
会
の

維
持
が
困
難
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る
医
療
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
は
後
退
し
な
い
よ
う
に
、
将
来
に
わ

た
り
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
市
全
域
で
進
め
て
い
る
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
が
主
体
と
な
る
地
域
委
員
会
を
、
自
治

会
で
は
対
応
で
き
な
い
諸
課
題
を
解
決
し
、
自

治
会
を
補
完
す
る
共
助
の
組
織
と
し
て
機
能
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
住
み
な
れ
た
地
域

で
、
地
域
の
絆
を
高
め
な
が
ら
、
心
豊
か
に
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
を
育
む
よ
う
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
と
市
が
一
緒
に
な
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

質
問　

期
待
さ
れ
る
効
果
は

　

答
弁　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
期
待
さ
れ
る

効
果
と
し
て
、
国
は
５
つ
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
し
て
い
ま
す
。
①
地
方
公
共
団
体
等
が
保
有

す
る
情
報
の
連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
こ
と
に

よ
る
行
政
事
務
の
効
率
化　

②
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
受
給
状
況
等
が
把
握
し
や
す
く
な
り
、
不
正

受
給
の
防
止
や
き
め
細
や
か
な
社
会
保
障
の
支

援
が
可
能　

③
申
請
届
出
等
に
必
要
と
さ
れ
る

所
得
証
明
等
の
書
類
添
付
が
不
要
と
な
る
こ
と

に
よ
る
国
民
負
担
の
軽
減　

④
本
人
確
認
手
段

と
し
て
の
利
用
（
写
真
付
き
の
個
人
番
号
カ
ー

ド
の
場
合
）　

⑤
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
個

人
情
報
の
利
用
記
録
の
確
認

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
最
新
情
報
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
、
今
後
も
、

広
報
紙
等
に
よ
り
広
く
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

市
議
会
第
2
回
定
例
会

2
つ
の
特
別
委
員
会
を
設
置
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一
般
質
問

　

行
財
政
改
革
プ
ラ
ン

質
問　

行
革
大
綱
等
と
の
関
連
性
は

　

答
弁　

こ
れ
ま
で
の
第
５
次
行
政
改
革
大
綱

や
政
策
総
点
検
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
計
画

ど
お
り
に
成
果
を
出
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
反
省
を
踏
ま
え

て
今
回
策
定
し
た
「
せ
き
行
財
政
改
革
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
」
と
行
革
大
綱
と
の
違
い
は
、
具

体
的
な
数
値
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
目
標
に
向

か
っ
て
実
施
し
て
い
く
こ
と
、
ま
た
、
行
革
大

綱
で
は
５
年
間
で
あ
っ
た
推
進
期
間
を
、
３
年

間
に
短
縮
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
３
年
間

と
い
う
期
間
で
、
効
果
額
を
結
果
と
し
て
出
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

小
中
学
校
の
安
全
対
策

質
問　

暴
漢
者
に
対
す
る
備
え
は

　

答
弁　

学
校
教
育
に
お
い
て
、
学
校
が
子
ど

も
達
に
と
っ
て
安
全
・
安
心
な
場
所
で
あ
る
と

い
う
こ
と
は
、
基
本
中
の
基
本
で
す
。
市
で
は
、

こ
れ
ま
で
に
全
小
中
学
校
に
、
拡
声
器
、
ホ
イ

ッ
ス
ル
、
さ
す
ま
た
を
配
備
す
る
と
と
も
に
、

職
員
間
の
連
絡
が
い
つ
で
も
取
れ
る
よ
う
に
、

校
内
用
の
Ｐ
Ｈ
Ｓ
ま
た
は
携
帯
電
話
で
の
連
絡

シ
ス
テ
ム
を
整
え
て
き
ま
し
た
。
平
成
25
年
度

に
は
、
学
校
爆
破
予
告
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

う
し
た
脅
迫
の
対
応
策
と
し
て
各
学
校
に
録
音

機
を
設
置
し
、
更
に
は
全
て
の
小
中
学
校
に
学

校
全
体
の
様
子
が
把
握
で
き
る
よ
う
複
数
台
の

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
侵
入
者
の
監
視
を
行

い
、
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

地
域
委
員
会

質
問　

地
域
委
員
会
の
設
置
状
況
と
委
員
会
間

の
連
携
・
交
流
は

　

答
弁　

地
域
委
員
会
は
、
概
ね
小
学
校
区
の

15
地
区
に
設
置
す
る
予
定
で
、
現
在
４
地
区
が

活
動
開
始
、
２
地
区
が
今
年
度
中
に
活
動
開
始

予
定
、
そ
の
他
の
地
区
は
地
域
委
員
会
設
置
に

向
け
た
準
備
等
を
進
め
て
お
り
、
平
成
28
年
度

中
に
は
、
全
て
の
地
区
で
地
域
委
員
会
の
活
動

が
開
始
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
全

地
区
に
地
域
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
後
、
委
員

長
等
か
ら
構
成
さ
れ
る
協
議
会
組
織
を
設
置
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
協
議
会
組
織
で
は
、

各
地
域
委
員
会
で
の
先
進
的
な
取
り
組
み
や
活

動
の
あ
り
方
、
課
題
な
ど
、
地
域
委
員
会
制
度

を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
く
た
め
の
意
見
交

換
の
場
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

英
語
教
育

質
問　

小
学
校
英
語
教
育
の
課
題
は

　

答
弁　

全
国
調
査
に
よ
る
と
、
小
学
校
６
年

生
で
英
語
の
学
習
が
好
き
だ
と
回
答
し
て
い
る

児
童
は
約
76
％
で
す
が
、
中
学
に
入
り
、
読
み

書
き
や
文
法
の
理
解
と
な
る
と
急
に
英
語
嫌
い

が
増
え
、
中
学
校
３
年
生
で
は
英
語
が
好
き
だ

と
答
え
る
生
徒
が
53
％
に
落
ち
込
み
ま
す
。
そ

の
た
め
、
小
学
校
時
代
に
培
っ
た
英
語
へ
の
興

味
関
心
を
、
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
素
地
を
、
中
学
校
で
い
か
に
生
か
し
伸
ば

し
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
小
中
学
校
間
で
の
連

携
を
深
め
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

市
で
は
、
昨
年
度
か
ら
、「
英
語
教
育
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
戦
略
事
業
」
と
し
て
、
旭
ヶ
丘
中
学

校
・
旭
ヶ
丘
小
学
校
・
富
岡
小
学
校
が
合
同
で

そ
の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
２
年
間
の
研
究

で
す
が
、
こ
の
実
践
研
究
の
成
果
を
今
後
是
非

生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
方
の
子
育
て

質
問　

今
後
の
調
査
、
支
援
体
制
は

　

答
弁　

母
親
の
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に
、
妊

娠
中
の
早
い
時
期
か
ら
出
産
後
に
わ
た
る
ま
で
、

相
談
事
業
や
各
種
健
診
等
を
通
し
て
子
育
て
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
、
障
が
い
の

あ
る
母
親
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
一
層
密
に
し
た
体
制
を
と
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た

る
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
相
談
や
支
援
を
行
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

公
民
セ
ン
タ
ー
譲
渡

質
問　

今
後
の
方
針
は

　

答
弁　

市
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点

施
設
と
し
て
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
や
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
、
公
民
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
つ
い
て
は
地
域
へ
移
管
す
る
こ
と
を
方
針
と

し
て
い
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を

進
め
る
一
方
で
、
公
民
セ
ン
タ
ー
等
の
地
域
に

根
付
い
た
集
会
施
設
は
、
地
元
と
の
協
議
が
整

っ
た
も
の
か
ら
順
次
移
管
を
進
め
て
い
ま
す
。

移
管
に
あ
た
っ
て
は
、
当
分
の
間
、
修
繕
等
の

必
要
が
無
い
よ
う
耐
震
補
強
や
大
規
模
改
修
を

し
た
う
え
で
移
管
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
充
分

に
地
元
に
説
明
し
、
慎
重
に
移
管
協
議
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
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統
一
地
方
選
挙
の
投
票
率

質
問　

投
票
所
統
廃
合
に
伴
う
影
響
は

　

答
弁　

市
議
会
議
員
選
挙
は
、
そ
の
地
域
で

の
立
候
補
者
の
有
無
に
よ
り
投
票
率
が
大
き
く

変
動
す
る
た
め
、
投
票
区
見
直
し
前
の
、
昨
年

末
の
衆
議
院
選
挙
と
、
見
直
し
後
の
県
議
選
を

比
較
し
、
検
証
し
た
と
こ
ろ
、
衆
議
院
議
員
選

挙
よ
り
県
議
会
議
員
選
挙
の
ほ
う
が
市
全
体
の

投
票
率
が
低
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
投
票

区
の
見
直
し
を
行
っ
た
池
尻
・
広
見
投
票
区
、

富
野
投
票
区
、
板
取
地
域
は
、
見
直
し
後
の
方

が
投
票
率
が
高
く
、
西
部
地
域
で
は
、
投
票
区

を
見
直
し
た
小
金
田
投
票
区
が
一
番
高
い
投
票

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
洞
戸
、
上
之
保

地
域
の
減
少
率
は
、
市
全
体
の
投
票
率
の
減
少

率
よ
り
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
統
一
地

方
選
挙
の
投
票
率
に
つ
き
ま
し
て
は
残
念
な
が

ら
前
回
を
下
回
る
投
票
率
で
し
た
が
、
検
証
の

結
果
、
投
票
区
の
見
直
し
自
体
が
必
ず
し
も
投

票
率
減
少
の
主
要
な
要
因
と
は
な
っ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

家
庭
用
ご
み
袋
の
値
上
げ

質
問　

値
上
げ
方
針
の
見
直
し
を

　

答
弁　

現
在
の
ご
み
袋
は
製
造
原
価
で
販

売
し
、
ご
み
処
理
に
係
る
市
民
の
方
の
費
用

負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実
際
に
は
１
袋
当

た
り
約
４
０
０
円
の
処
理
経
費
が
か
か
っ
て

い
ま
す
。
合
併
し
て
10
年
が
経
ち
、
国
か
ら

の
地
方
交
付
税
は
段
階
的
に
削
減
さ
れ
る
状

況
の
中
で
、
行
財
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
歳
入
確
保
の
重
点
項
目
と
し
て
、
ご
み

処
理
経
費
の
適
正
負
担
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
量
に
応
じ
て

処
理
経
費
の
一
部
を
市
民
の
皆
様
に
負
担
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
ご
み
処
理
や
リ

サ
イ
ク
ル
に
対
し
て
各
個
人
の
意
識
の
高
ま

り
が
期
待
で
き
ま
す
。
今
後
、
よ
り
一
層
の

ご
み
減
量
・
資
源
化
を
目
指
し
、
排
出
量
に

応
じ
た
公
平
な
費
用
負
担
や
市
民
の
方
の
意

識
改
革
を
進
め
て
い
く
方
針
で
、
適
正
な
ご

み
袋
の
料
金
設
定
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

認
知
症
対
策

質
問　

患
者
、
家
族
へ
の
支
援
策
は

　

答
弁　

認
知
症
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

た
め
の
講
座
や
研
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
通
所
介
護
施
設
等
の
整

備
を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
認

知
症
の
方
が
徘
徊
し
た
場
合
に
対
応
す
る
位

置
情
報
探
索
機
器
の
貸
出
し
や
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
援
助
や
代
行
等
の
ほ
か
、
利
用
料
の

支
払
い
な
ど
、
日
常
的
な
金
銭
管
理
等
を
行

う
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
を
社
会
福
祉
協

議
会
と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業
や
市
民

後
見
制
度
の
体
制
整
備
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
家
族
の
方
へ
の
支
援
と
し
て
は
、
介

護
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
る
た
め
の
家
族

交
流
会
の
開
催
、
認
知
症
の
方
や
家
族
な
ど

が
気
軽
に
集
ま
り
話
が
で
き
る
「
認
知
症
カ

フ
ェ
」
の
開
催
も
始
め
た
と
こ
ろ
で
、
今
後
、

社
会
福
祉
協
議
会
や
「
関
介
護
者
の
会
ぬ
く

も
り
」
の
協
力
を
得
な
が
ら
市
内
各
地
に
広

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

創
業
支
援
事
業

質
問　

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ
は

　

答
弁　

中
小
企
業
向
け
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
設
置
は
、
特
に
本
市
の
よ
う
な
、
も
の

づ
く
り
の
ま
ち
に
お
い
て
は
有
効
な
施
策
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
設
置
に
つ
い

て
は
、
成
果
と
結
果
を
出
し
続
け
ら
れ
る
相
談

窓
口
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
は
、
高
度
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
能
力
の

あ
る
ス
タ
ッ
フ
を
い
か
に
し
て
確
保
で
き
る
か

が
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
今
年
度
、

場
所
も
含
め
て
設
置
に
つ
い
て
検
討
し
、
来
年

度
中
の
立
ち
上
げ
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
は
、
創
業
支
援
に
関
す
る
セ

ミ
ナ
ー
を
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し
て
、
経
済

関
係
や
一
般
の
方
向
け
に
開
催
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

学
校
給
食
異
物
混
入

質
問　

今
後
の
対
策
と
管
理
方
法
は

　

答
弁　

５
月
20
日
と
６
月
３
日
の
学
校
給

食
の
異
物
混
入
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

大
変
ご
心
配
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

異
物
混
入
事
故
後
、
市
内
全
て
の
給
食
セ
ン

タ
ー
職
員
に
対
し
、
危
機
管
理
意
識
の
徹
底
、

職
員
間
の
連
携
の
強
化
、
調
理
機
器
の
再
点
検
、

調
理
員
の
連
携
に
よ
る
二
重
チ
ェ
ッ
ク
の
徹
底

な
ど
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
調
理
機
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ

い
て
も
業
者
の
協
力
を
得
て
、
徹
底
し
た
対
応

が
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
え
ま
す
。
ま
た
、
古

い
調
理
器
具
に
つ
い
て
は
順
次
買
い
替
え
を
行

い
、
機
器
の
老
朽
に
よ
る
異
物
混
入
の
な
い
環

境
整
備
を
し
ま
す
。

 

関
市
議
会
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
．
議
案
の
「
即
決
（
そ
っ
け
つ
）」「
付
託
（
ふ

た
く
）」
っ
て
な
に
？

　
  
A
　

議
案
の
内
容
に
よ
り
、
提
出
さ
れ
た
後
、

質
疑
や
討
論
を
経
て
す
ぐ
に
本
会
議
で
採
決
す
る

も
の
、
議
案
を
委
員
会
に
送
り
そ
こ
で
詳
し
く
審

査
す
る
も
の
が
あ
り
、
前
者
を
「
即
決
」、
後
者

を
「
付
託
」
と
い
い
ま
す
。
関
市
議
会
で
は
比
較

的
軽
易
な
議
案
や
人
事
案
件
、
契
約
の
締
結
な
ど

の
議
案
は
即
決
と
し
、
予
算
、
決
算
、
条
例
の
制

定
・
廃
止
な
ど
は
付
託
と
し
て
い
ま
す
。

　

付
託
さ
れ
た
議
案
は
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
の
委

員
会
（
常
任
委
員
会
）
で
審
査
さ
れ
ま
す
。
内

容
に
よ
っ
て
は
全
議
員
が
委
員
と
な
る
特
別
委

員
会
を
設
置
し
て
審
査
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
（
新
年
度
予
算
特
別
委
員
会
）。
委
員
会
で

は
担
当
者
か
ら
説
明
を
聞
き
、
質
疑
応
答
を
行

い
、
時
に
は
現
場
視
察
を
し
て
詳
し
く
審
査
し

ま
す
。
そ
し
て
本
会
議
に
お
い
て
委
員
会
で
の

審
査
結
果
を
委
員
長
が
報
告
し
、
そ
の
後
、
全

議
員
で
採
決
し
ま
す
。

◆
関
市
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　

議
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。
ま
た
、

本
会
議
開
会
時
間
の
み
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
お
い
て
市
議
会
ラ
イ
ブ
中
継
を
放
送
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
議
員
の
質
問
に
つ
い
て
は
録
画
配
信
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
照
会
先　

議
会
事
務
局（ 

☎
23
―
９
０
６
８
）
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◆
募
集
期
間　

8
月
3
日（
月
）～
31
日（
月
）

◆
助
成
内
容

【
き
ら
め
き
市
民
活
動
助
成
金
】

▽
対
象
団
体　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
市
民
活
動
団
体

▽
対
象
事
業　

市
民
公
益
事
業

▽
助
成
率　

事
業
費
の
３
分
の
２

▽
助
成
金　

10
万
円
以
上
１
０
０
万
円
以
内

◆
提
出
書
類　

助
成
金
申
請
書
、事
業
計
画
書
、

　

収
支
計
画
書
、団
体
調
書
な
ど

※
書
式
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　

ド
で
き
ま
す
。

※
９
月
19
日（
土
）に
公
開
審
査
会
を
開
催
し
ま

　

す
。

【
と
き
め
き
市
民
活
動
助
成
金
】

▽
随
時
受
け
付
け
し
ま
す
。

◆
申
込
・
照
会
先　

・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎
24
―
7
7
7
2
）

・
市
民
協
働
課
（
☎
23
―
７
７
１
１
） 

　
市
内
で
活
動
す
る
団
体
が
地
域
課
題
の

解
決
や
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
行
う
公

益
事
業
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。
助
成
金

を
希
望
す
る
団
体
は
次
の
と
お
り
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

平成27年度

後　期

No. 種別 団体名 事業名 交付決定額

1 きらめき 子どもの未来をみつめる会
ＭＩＲＡＩ

コミュニケーションスキルアップのための
ワーク学習会 200,000

2 きらめき 子育て支援パン教室　ソレイ遊 パン作りを通した子育てママたちの交流事業 348,000

3 きらめき レコネンド アースコネクト　
地域がより仲良くできる環境づくり 364,000

4 きらめき ふる里かみのほ応援隊 上之保ふるさと会員企画・運営事業 400,000

5 いきいき 関市スポーツ推進委員会
ウオーキングを推進する会 みんなで楽しむウオーキング事業 300,000

合　　　計 1,612,000

議　案　名 審議結果

条
例
関
係

関市職員の再任用に関する条例の一部改正 可決

関市老人福祉センター条例の一部改正 可決

関市工場立地法に基づく緑地面積率等に係る準則を定める条例の制定 可決

関市地区公民センターの管理に関する条例の一部改正 可決

関市景観条例の制定 可決

一
般
議
案

工事請負契約の締結〈2件〉【西部保育園新築（建築）工事／関商工高等学校第2体育館新築（建築）工事】 可決

財産の取得（ネットワーク機器の購入（庁内ネットワークの環境整備）） 可決

財産の無償譲渡（関市前山公民センター） 可決

平成26年度繰越計算書の報告〈4件〉【関市一般会計繰越明許費／関市国民健康保険特別会計繰越明許費／関市下水道特別会計繰
越明許費／関市水道事業会計予算】 報告

補正予算 平成27年度関市一般会計補正予算（第1号） 可決

諮問 人権擁護委員の推薦（再任1名／任期3年） 可

請願 戦争につながる安全保障関連2法案（国際平和支援法案、平和安全法制整備法案）の廃案を求める意見書採択についての請願書 不採択

議員提案

関市議会会議規則の一部改正 可決

関市議会委員会条例の一部改正 可決

地方財政の充実・強化を求める意見書 否決

安全保障関連法案の慎重審議を求める意見書 否決

観光振興に関する調査特別委員会の設置 可決

公共施設等再配置に関する調査特別委員会の設置 可決

その他 関市議会各常任委員会の閉会中の継続調査 承認

平成27年度　関市きらめき・いきいき市民活動助成金　交付決定団体一覧表（前期）
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審議の結果
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◆
出
品
部
門
と
規
格

○
日
本
画
…
6
号（
40
・
9

 cm
×
31
・
8

cm
）以

上
1
0
0
号（
1
6
2
・
1

cm
×
1
3
0
・

3
cm
）以
下
、軸
装
可
、ガ
ラ
ス
不
可
、屏
風
・

つ
い
立
て
不
可

○
洋
画
…
８
号
（
45
・
５ 

cm
×
37
・
９ 

cm
）

以
上
１
０
０
号
（
１
６
２
・
１ 

cm
×
１

3 

0
・
３ 

cm
）
以
下
、
油
彩
は
ガ
ラ
ス
・

ア
ク
リ
ル
不
可
、
版
画
に
限
り
４
号

（
33
・
４ 

cm
×
24
・
３ 

cm
）
以
上
１
０
０
号

以
下

○
彫
刻
・
彫
塑
…
1
7
0

cm
×
70 

cm
×

70  

cm
以
下
、重
量
1
0
0
kg
以
下

○
工
芸
…
展
示
で
き
る
よ
う
に
、
頑
丈
な
止

め
金
、
ひ
も
な
ど
を
つ
け
る
こ
と

○
写
真
…
4
ツ
切（
25
・
4

cm
×
30
・
5

cm
）

以
上
全
倍（
60
・
3

cm
×
90
・
3

cm
）ま
で
、

組
写
真
可
、ガ
ラ
ス
不
可

○
書
道
…
全
紙
（
1
3
5

cm
×
70  

cm
）・
8

尺
×
2
尺（
2
4
2

cm
×
61 

cm
）・
半
切

（
1
3
5

cm
×
35 

cm
）は
縦
に
限
る
（
ガ

ラ
ス
不
可
）
半
切
以
下
は
軸
装
可
、屏
風
・

つ
い
立
て
不
可

○
デ
ザ
イ
ン　

題
材
自
由
、
B
全
サ
イ
ズ

以
内
、
パ
ネ
ル
・
ボ
ー
ド
仕
立

○
華
道
…
制
限
な
し

◆
応
募
資
格　

15
歳
以
上（
中
学
生
を
除
く
）

◆
出
品
点
数　

各
部
門
一
人
一
点
、
た
だ
し

共
同
作
品
可

◆
出
品
料
・
審
査　

な
し

◆
申
込
方
法　

9
月
30
日
（
水
）
〜
10
月
2

日
（
金
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
文

化
課
（
関
市
文
化
会
館
内
）
へ
申
込

◆
搬
入　

10
月
15
日
（
木
）
午
前
9
時
〜

午
後
7
時
に
関
市
文
化
会
館
各
会
場
へ

◆
飾
り
付
け　

10
月
16
日
（
金
）
午
後
7

時
〜
９
時

◆
開
場
式　

10
月
21
日
（
水
）
午
前
9
時

40
分
か
ら
小
ホ
ー
ル
前

◆
展
示
期
間　

文
化
会
館
で
10
月
17
日（
土
）

〜
10
月
25
日
（
日
）

◆
搬
出　

10
月
25
日
（
日
）
午
後
4
時
〜

5
時

▼
短
歌
…
自
由
詠
一
人
一
首（
選
者
＝
大
塚
雅
之
、

　

伊
藤
か
え
こ
）

▼
俳
句
…
秋
季
雑
詠
一
人
三
句
一
組
（
特
別
選
者

＝
櫂
未
知
子
、選
者
＝
清
水
青
風
、船
戸
成
良
、

後
藤
紀
夫
）

▼
川
柳
…
秋
季
雑
詠
一
人
二
句
（
選
者
＝
鵜
飼
道

楽
、
須
田
道
夫
）

▼
俚
謡
…
秋
季
雑
詠
一
人
三
章
一
組
（
選
者
＝
明

廼
家
松
花
、
加
納
勇
山
、
安
田
光
江
）

▼
狂
俳
…
「
露
の
玉
」「
飾
る
」「
高
い
」「
一
杯
」

「
伝
統
」
一
題
一
句　

五
句
一
組
限
り
（
選
者

＝
河
村
花
玉
、
佐
藤
香
雪
、
加
藤
晴
月
、
松

田
照
右
）

▼
現
代
詩
…
題
材
自
由
一
人
二
編
以
内
（
選
者
＝

浅
野
牧
子
）

▼
短
歌
…
自
由
詠
一
人
一
首（
選
者
＝
堀
野
慎
吉
、

篠
田
理
恵
）

▼
川
柳
…
題
材
自
由
一
人
二
句
（
選
者
＝
鵜
飼
道

楽
、
須
田
道
夫
）

▼
現
代
詩
…
題
材
自
由
一
人
二
編
以
内
（
選
者
＝

伊
佐
地
哲
男
）

照会先 文化課（☎ 24-6455　　24-6950）

◆
日
程

○
山
野
草
展　

10
月
3
日
（
土
）・
4
日
（
日
）  

○
諸
流
い
け
ば
な
展　

10
月
4
日
（
日
）

○
盆
栽
展
一
部　

10
月
24
日
（
土
）・
25
日
（
日
）

○
邦
楽
・
獅
子
舞
大
会　

10
月
25
日
（
日
）

○
菊
花
展　

11
月
3
日
（
火
・
祝
）
〜
13
日
（
金
）

○
市
民
茶
会　

11
月
1
日
（
日
）

○
邦
楽
大
会　

11
月
1
日
（
日
）

○
盆
栽
展
二
部　

11
月
7
日
（
土
）・
8
日
（
日
）

○
文
芸
大
会　

11
月
3
日
（
火
・
祝
）

○
洋
楽
祭　

11
月
15
日
（
日
）

◆
会
場　

関
市
文
化
会
館

◆
応
募
方
法

○
山
野
草
・
盆
栽
・
菊
花
展
に
出
展
、
邦
楽
・
洋

楽
祭
に
出
演
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
８
月
19

日（
水
）ま
で
に
文
化
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
文
芸
大
会
（
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
俚
謡
・
狂

俳
）
は
、部
門
ご
と
に
は
が
き
一
枚
を
使
用
し
、

は
が
き
の
表
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

記
入
、
裏
面
に
は
作
品
の
頭
に
部
門
を
朱
書

き
。（
現
代
詩
）
は
原
稿
用
紙
を
使
用
。
９
月

２
日
（
水
）
ま
で
に
〒
5
0
1-

3
2
3
2

関
市
桜
本
町
２
丁
目
30
番
地
１　

文
化
課
「
文

芸
大
会
」
係
へ
。
当
日
必
着
。

第60回

第65回

関
市
美
術
展
作
品
募
集

一
般
の
部

小
中
・
高
校
生
の
部
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「日本一しあわせなまち」を目指す関市と「人間の幸せを探求する」中部学院大学が連携し、昨年に
引き続き関市民セミナーを開催します。講座を通して自分を磨き、学びを地域につないでいきましょう!!

広報せき 2015.8.1

人権感覚を磨きませんか

関市民セミナー「シニア・熟年世代の地域デビュー講座」
〜大学で自分磨き、はじめてみませんか〜

いきいき生き合い講座
　誰もが住みなれた地域のなかで、人権が尊重され、生きがいと安らぎのある生活を送りたい
と願っています。「人権の世紀」といわれる今日、女性や高齢者、児童に対する虐待、体罰などの
問題が多発し、障がい者を取り巻く状況も大きく変わってきています。
　このようななか、一人一人の人権が尊重され、地域でふれあい、安心して行動できる社会環境
が求められています。「いきいき　生き合い講座」を受講して人権感覚を磨きませんか！

定 員

受 講 料
申込方法
主 催

●

●
●
●

３０人。※原則５回連続して受講していただく講座ですが、１回のみの受講も可能
ですので、担当者へ相談ください。
無料
８月２０日（木）までに生涯学習課へ電話申し込み　（☎２３－７７７７）
生涯学習課

対　　象
定　　員
場 　 所
時 　 間
受 講 料
申込方法

締め切り
申 込 先

●
●
●
●
●
●

●
●

市内在住または在勤の方で、原則全回受講できる方		 	 	
４０人	 	 	 	
中部学院大学（桐ヶ丘２丁目1番地）関キャンパス内「ふれあいコラボ」教室	 	 	
午後１時３０分～３時３０分（４回と９回は別時間）	 	 	 	
無料	 	 	 	
はがきに必要事項（郵便番号、住所、氏名、ふりがな、性別、年齢、電話番号）を記入して郵送する
か、中央公民館備え付けのはがきに記入して応募してください。電話での申し込みも可能です。	 	
８月２１日（金）必着	 	 	 	
〒501-3802　関市若草通２丁目１番地　中央公民館（☎22-7776）

回 日時・会場 テーマ・学習内容 　講師（敬称略）

1   9月５日(土)　午前10時～正午
学習情報館　２－１研修室

よく生き合う町づくりのために
人と人は生き合う中で、たがいに生きる力をもらっています。そんなごく普通の日常を
振り返りながら「いま、わたしにできること」を考えます。

藤田　敬一
〔県人権懇話会会長〕

2   9月17日(木)　午後７時～９時
学習情報館　２－１研修室

人権感覚を磨く～身近な問題を通して
「人権は難しい、自分には関わりのない話だ」と思っている人は少なくありません。何時で
も何処でも誰にでも起こりうる問題です、身近な問題を通して人権について考えてみます。

中村　正信
〔岐阜市人権教育啓発

推進専門委員〕

3 10月15日(木)　午後７時～９時
学習情報館　２－１研修室

中学校社会科で行われている同和教育の実際
江戸時代・明治時代・現代に焦点を当て、授業で使用している資料、写真、映像を使い、中
学校社会科の授業で同和教育がどのように行われているのかを授業形式で紹介します。

坂野　　隆
〔学校教育課主幹〕

4 10月24日(土)　午前10時～正午
学習情報館　ギャラリー

人権って何？
主人公は自分しかいない。相手の気持ちを受けとめるむずかしさ。皆んな違って皆ん
な良いところから始めます。同和問題について。

岩見　松幸
〔美濃市文化会館館長〕

5 11月７日(土)　午前10時～正午
学習情報館　ギャラリー

ここまで分かった同和問題の歴史
現行の歴史教科書から、同和問題に関わる記述が大幅に変わりました。とりわけ中世
から近世にかけての経緯を明らかにし、いわゆる「近世政治起源説」に代わる新たな
捉えが研究成果を踏まえてどう記述されているかみます。

小森　保直
〔前黒野小学校校長〕

回 日時・会場 テーマ・学習内容 　講師（敬称略）
1      9月11日（金） ＜開講式＞　車イス活用法を知ろう 理学療法学科准教授　濱岸　利夫
2    9月25日（金） 子どもの権利を理解する 幼児教育学科教授　　白幡　久美子
3  10月  2日（金） 家庭で役立つ介護技術 ～起き上がりや移乗移動の方法～ 社会福祉学科准教授　高野　晃伸

4  10月17日（土）
9:00～16:00

「大学祭に参加」
 今どきの学生と交流・・そして何かをやってみる

人間福祉学科教授　　飯尾　良英
大学祭実行委員会

5 10月23日（金） 折り紙の効能と実際 シティカレッジ関講師   米光　富雄

6 11月  6日（金） 福祉サービスの上手な利用法 人間福祉学科准教授　谷口　真由美

7 11月13日（金） 家族による看護の力 看護学科教授　　　　宮田　延子
8 11月27日（金） 聖書が語る「生老病死」 社会福祉学科教授　　志村　真

9 12月  4日（金）
9:00～17:00 高山市のボランティアと交流 高山市社会福祉協議会

10  12月11日（金） 地域デビューの夢を語る　＜修了式＞ 人間福祉学科教授　　飯尾　良英
※４回目のみ土曜日です。　※講座の修了者には中部学院大学から修了証を授与します。	

関市・中部学院大学・同短期大学部連携協定による協同企画（第２弾）	
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平成 27年度

ホームヘルパーを派遣し、日常生活上の援助を

行います。

1食 390 円

の方で要介護認定の申請をしていない方

虚弱高齢者ホームヘルパー

日常生活用品のレンタル

コミュニティ・サポート

緊急時ショートステイ

配食サービス

生きがい活動支援通所

65歳以上で、要介護認定の申請をしていな

い方

利用料についてはお問い合わせください。

　　　　するための居場所を知らせる機器を

貸し出します。

在宅で生活している高齢者を常時在宅で介護

している主たる介護者の方。支給要件があり

ます。くわしくはお問い合わせください。
1回594円（1回に2枚まで）

転倒防止用金具

家具

、家具転倒防止用金具

高齢福祉課へお問い合わせください。

ねたきりまたは重度の認知症で、常に介護を

必要とする65歳以上で、要介護3以上の介護

認定を受けており、常時おむつを使用している

高齢者を介護している方

　　　　　　ます。一般アナログ回線の電話を

利用するシステムです。

工事費の

緊急通報システム

高齢者いきいき住宅改善助成

日常生活用具の給付

寝具乾燥消毒サービス

徘徊高齢者探索システム
は い か い

高齢者紙おむつ購入券支給

ねたきり高齢者等介護者慰労金

上の介護認定も必要



実 施 日
定 　 員
時 　 間
集合場所
参 加 費
持 ち 物
申込方法
(照会先)
申込期間

1
2
3
4
5
6
7

8

９月５日（土）　
２０人　※参加希望者多数の場合は抽選にて決定します。

午後３時から午後８時半頃まで
関遊船(株)事務所前（小瀬７６番地３）※駐車場は小瀬鵜飼駐車場

大人（中学生以上）3,600円、小人2,500円（鵜飼乗船料金）
筆記用具、帽子、タオル、飲料水、雨具など
長良川伝統漁法保護事業実行委員会事務局（文化財保護センター内）まで
（☎45-0500）または（　 46-1221）にて申し込み
８月３日（月）～１４日（金）　午前９時～午後５時（土日祝を除く）

　　鵜匠家バックヤードウオーキングツアー
    ～小瀬周辺の歴史を学ぼう！～

鵜飼観覧船の船頭に挑戦しよう！！

　鵜飼は夜、漁だけおこなうイメージが定着しています。しかし、鵜匠は鵜と共に生活していることなど鵜匠の裏

側の顔はあまり知られていません。ウオーキングツアーでは普段見ることができない鵜匠の自宅を訪問し、鳥屋な

どを見学します。また、小瀬周辺には鵜飼だけではなく、国史跡弥勒寺官衙遺跡群や円空入定塚など、関市を語る

上で欠かせない文化財が多くあります。このような文化財を合わせて見学し、小瀬の歴史に触れてみませんか。

　鵜飼を見るときに欠かせないのは、観覧船ですね。今回の体験講座では小瀬鵜飼の観覧船の船頭さんの指導のも

と、実際に棹
さお

や櫂
かい

を使って船を操ってみます！小瀬鵜飼は木で作られた和船に乗ることができる全国でも数少ないと

ころです。その舟を動かす船頭さんの“技”を通して長良川鵜飼文化を感じとり、夏休みの思い出をつくりましょう！

※全行程で５キロ程度歩きます。健康状態・ご自分の体力をチェックした上でご参加ください。
※小学生は保護者同伴でご参加ください。
※希望者には弁当を１食あたり1,600円にて注文承ります。また、観覧船への飲食物の持ち込みは自由です。
※鵜飼が中止の場合はツアーも中止します。

※動きやすい服装でお越しください。（半袖、短パンが望ましい）
※観覧船操船時はライフジャケットを着用します。
※参加者全員、保険に加入していただきます。
※川が増水しているときなど、安全が担保できない状況であれば講座を中止します。晴天時でも川の状況によっては中止します。

実 施 日

定 　 員

時 　 間

集合場所

申込方法
(照会先)

申込期間

1

2

3

4

5

6

８月23日（日）　

１６人（参加費無料）　※参加希望者多数の場合は抽選にて決定します。

午前10時から正午まで（午前９時45分受付開始）

関遊船(株)事務所前（小瀬７６番地３）※駐車場は小瀬鵜飼駐車場

長良川伝統漁法保護事業実行委員会事務局（文化財保護センター内）まで

（☎45-0500）または（　 46-1221）にて申し込み

８月３日（月）～１４日（金）午前９時～午後５時（土日祝を除く）
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平成 27年度

ホームヘルパーを派遣し、日常生活上の援助を

行います。

1食 390 円

の方で要介護認定の申請をしていない方

虚弱高齢者ホームヘルパー

日常生活用品のレンタル

コミュニティ・サポート

緊急時ショートステイ

配食サービス

生きがい活動支援通所

65歳以上で、要介護認定の申請をしていな

い方

利用料についてはお問い合わせください。

　　　　するための居場所を知らせる機器を

貸し出します。

在宅で生活している高齢者を常時在宅で介護

している主たる介護者の方。支給要件があり

ます。くわしくはお問い合わせください。
1回594円（1回に2枚まで）

転倒防止用金具

家具

、家具転倒防止用金具

高齢福祉課へお問い合わせください。

ねたきりまたは重度の認知症で、常に介護を

必要とする65歳以上で、要介護3以上の介護

認定を受けており、常時おむつを使用している

高齢者を介護している方

　　　　　　ます。一般アナログ回線の電話を

利用するシステムです。

工事費の

緊急通報システム

高齢者いきいき住宅改善助成

日常生活用具の給付

寝具乾燥消毒サービス

徘徊高齢者探索システム
は い か い

高齢者紙おむつ購入券支給

ねたきり高齢者等介護者慰労金

上の介護認定も必要


	繝上ｙ繝ｩ鬆・蠎・ｱ縺帙″8譛亥捷2015_10
	繝上ｙ繝ｩ鬆・蠎・ｱ縺帙″8譛亥捷2015_11
	繝上ｙ繝ｩ鬆・蠎・ｱ縺帙″8譛亥捷2015_12
	繝上ｙ繝ｩ鬆・蠎・ｱ縺帙″8譛亥捷2015_13
	繝上ｙ繝ｩ鬆・蠎・ｱ縺帙″8譛亥捷2015_14
	繝上ｙ繝ｩ鬆・蠎・ｱ縺帙″8譛亥捷2015_15
	繝上ｙ繝ｩ鬆・蠎・ｱ縺帙″8譛亥捷2015_16
	繝上ｙ繝ｩ鬆・蠎・ｱ縺帙″8譛亥捷2015_17
	繝上ｙ繝ｩ鬆・蠎・ｱ縺帙″8譛亥捷2015_18
	繝上ｙ繝ｩ鬆・蠎・ｱ縺帙″8譛亥捷2015_19



